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民俗公園・博物館の整備について

大利民俗公園並びに奈良県立民俗博物館が、

親しみを深め、より多くの方々の利用を願え

るように、その機能の充実に心がけ努力をし

ている処であります。

公園(20ha)の整備も進み、昭和62年度に

は完了することになっています。その中に博

物鮪(昭和49年、開館)があります。

1.博物館の整備

郷士の風俗習慣の推移を理解するために、

多くの方々から寄賄いただいた牛.活用具等は

15,000点を超えております。これらは良好な

状態に維持するには収蔵庫の増築が緊急の課

題であります。

それに、生活用具等で未収集のものに焦点

を合六せて収集左する必要があります。

年問の利用者は、 43,000人位でありますが、

利用拡大のためには、強力にしてきめ細かな

宣伝左するべく準備を進めている処でありま

す。

時間に追われ、大量消費時代の中で、自給

自足体制を考えてもらい、さらに社会的な矛

盾を提起されることになれば幸いであります。

2.公園整備

自然林を残し、整備をはかるのを基本に進

めております。色どりを添えるために、しょ

うぷ園の工事を進めておりますが、今後、子

供の遊具設置の実現に努力したいと慰、います。

さらに、公園西隣りに 5haの県有地があり

ますが、これも公園区域1二精入、「シルクロ

ト清E念の森(仮称力として整備をし、利

用者の拡大をはかりたいと思います。

3.奈良県 100年記念事業(昭和62年)

「明治・大正・昭和生活資料展」を開催。

それに、催事等無形文化を一見できる大型ビ

デオ施設が完成して、博物館の機能は著しく

充実します。なお、公園内に復原民家 6 戸

(重文、県指定)に、さらに 1戸復原します。

大和の代表的民家である大利棟の復原が出

来れば、公園は一層素晴しくなるものと思い

ますが、その実現は今後の課題であります。
(館長)

高原邦夫

大型ビデオシステムの概要につぃて

はじめに

庶民の慕らしの変遷に関力る、有形及び無

形の民俗資判,の情机七ンターを目指す当館に

とっては、この大型ビデオシステ/寸よ郷士奈

良県に伝力る無形の民俗資判・のうち、主に祭

りや芸能などへの理解と関心を高めてぃただ

くための窓口として重要である。

こうした映像システご、につぃては、当館で

はかねてより研究を進めていたところである

が、今m1関イ系部局等の御尽力により実現に至

つたことは、奈良県民の文化に対する高い理

解と関心を物語るものであろう。

なお、この事業は昭利印午度で映像ソフトの

制作枯びに設備の令体設計岡〒業獣絲徐0,000

千円)を行ない、 61午度ではΠ本宗くじ協会

の助成左得て設置場所の改修工事弛びに機器

設備工事など(事共費約59,000千円)左ヲリ厄

中である。

映像資料の位置づけ

当鮪が取り扱う様々な民俗文化財は、有形

のものと無形のものに大別される。

このうち、 U々の先活用具や農工具など沌

時肝,としてとらえることのできる当鯨所蔵の

有汗か貪料・については、開貪削、〒点川π利149午H

月)で約8千点であったものが、その後県民

各位のご協力により今Π1 万5 千点を超え、

収集・保存・活用の実績を上げて来たところ

である。しかし・'カ、祭りや芸能左はヒめ、

様々な伝承技術や風俗習慣の大略は、物とし

'常11J乎で触れ、月で硫かめることのでき女い

無形の要素によ0て州蒟艾されてぃるものであ

大宮守人

つまり、祭りや牛産に使う近共1心の保存は

可能であるが、肝心の道具が使われる動作や

( 1 )
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芸能の身振り、台詞などは有るがままの姿で

の保存は困難である。こうした民俗文化財の

無形部分は、音声及び映像収録によって資料

化の努力が各方面で続けられているが、この

記録は、その旦イ本的な再現性において無形の

民俗文化財の内容を伝えるのに最も適した手

段であろう。しかしこれは、熟達した収釧井支

術と周到な準備に裏付けされなければならぬ

ものであり、記録化には、多くの人乎や経費

を要し決して簡易とはいえないのが実情であ

る。

一方、取り扱いの面では従来の記録された

映像資料が映画フィルムであり、保存や取り

扱いが手軽とは言えなかった。今日では力

七ツト式ビデオ装置の哲及によりフィル/、を

ビデオ化して取り扱いが簡易となり、映像資

制'の活用性が向1ルている。

さらに、ビデオディスケの菩及で、これに

収鍔ルた映像は必要箇所左瞬時に抽辻,し再生

できるため、映像資料を百科事典の勿K に利

用できるようになった。

しかし、従来は、展示室などで反復利用の

多いテーブ式のビデオ装置では、必要箇所を

探すのに送りと戻しを繰り返し行なう結果、無

用なテープの摩滅や伸びを招き故障の原因に

なる事が多かった。この点ビデオディスクで

は映像等を記鍔ルた円繋の 11を七ンサーが方

右に移動し、飛び越し選択を行なうため、無用

な摩滅が無く資料・の検索等の用途には最適で

ある。

機器設備の概要

当館で整備中の設備は、ビデオディスク及

びビデオテープに収録された民俗文化財に関

する映像資料,左、入館者か'自由に利用できる

こと左目的に設置するもので、ディスク視聴

席21席、テーフ視聴席6 席、両視聴席とも 1

席当り3 人井卜け(合計81人着席司'能)の他、

ディスク再牛器(VH D方式)とテーフ再牛

器(VH S 方式)を別室に集合配羅した送り

,中.し機構とにより構成される。

ディスケ視恥席 1 席に★、1'し 2 台のV H D フ

レーヤーを1剣硫して最大21げ朋分、又、 ワーーー

ブ視聴席に対しては 11"打jに 1台のVH S フ

レーヤーを接斜ル、最大 211、〒間(但'し、テ ^

フの冊1久性から1時問が適当)分の映像資料

を提示することが可能である。

さらに、各席の視聴者の有無を検出する七

ンサーの設置により、席ごとに電源制御左行

ない、電力及び機黙の損耗左避ける配慮t,さ

れている。

映像資料の概要

昭利60年度に力いて、再ネ扇集録音等によっ

て制作した映像資料の内、ビデオディスク化

したもの174番組絲妬00分)、ビデオテーブカ

式分は%吋テープで使用するが、これが72番

組(再編集録音したものは51番組約300分、

原作品のままコビーしたもの21番組約 400分)

合計 246番組で、とりあえず運用に必要な量

は制作することが出来た。

当館で収録した8ミリフィルムの活用

当鮪では、休,験学習の講師として招いた伝

承技術の保持者の作業の他、村や町に残る手

什事・午中行事等を、不十分ながらも8川フ

イルムに収封北て、映像資料としての利用の

機会を求めていたが、今回この中から15種の

番組を再編集して活用tることが加,来た。

因に、民俗文化財は静止した標本陳列的な

展示手法だけでは、物が秘める本来の価値を

充分に伝えられないので、当館では補足とし

て、実物を実際に使う、又は、物を作る職人

の伝承技術左見学するなどの体験左通して庶

民のくらしの足鋤1学んでいただく体'験学習

講座を開館以来続けて来たが、これは、限ら

れた時問と空問での催しであり、来館者の全

てが同時に考と加の機会を共有できない難点が

ある。この点でも砂H象資料でこうした内容の

伝達ができればより一層有意義である。
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教育放送用映像資料の活用

昭和60年度での制作ソフト246種の%近く

を占る部分は、本県の社会教育番組「大和路

の文イ獣犲」(S.49年~)及び「明日への対話」

(S.48年~)シリーズを素材として活用する

ことによって制作出来たものである。

この2 つのシリーズ番組は本県,文育委員会

律女育放送課)の企画で、この10数作問、鉦

週奈良テレビ放送(5恥h)を通じて県内に放

映されて来た20分番組である。この中には県

内各地域の特色ある有形・無形の文化財が数

多く含まれ、有意義な内容をもってぃる。

当館のビデオシステムは、ディスク方式を

中核とし、テーブ方式を補助とする構成であ

る。ディスク方式の番組制作では、内容的に簡

潔さを心がけ、 1番組を平均 3.5分程度にま

とめて、短時問のうちに名くの内容を比較視

聴できることに重点を置いている。これに対

し、テープ方式ではある程度長い 1番組をゆ

つくり視聴することを中心とした運用を目指

したものである。

ディスク方式の利用にあたっでは、 r祭礼

年中行事」「民俗芸能」「生産生業」「民問信仰」

などの標示を見て目的の席を選び、さらに各

席に用意された30~40のメニューの中から指

定番号を選んでその番号を10桁キーで指定す

ると画面に映し出される。

↓リ、上の番組の制作には「大和路の文化Rむな

ど幅広い要素をもつ既製の番組の中か氏必要場

面を抽佳,する方法をとった。抽出及び解説文

作成は原作品のシナリオから抽出目録を作成

して、これを基に当館の学芸員力派急がかりで

解説原案を作成した。

所要期間は4 ケ月を費やす大仕事となった。

この作業期問中、教育放送課から資料の提供

や有力な助言を得て、様々な難関をくぐりぬ

けることがN,来た事は真に幸運なことであっ

た。この他、再編集用の素材を奈良市と下市

町から、また既製作品●複製協力は、奈良市・

大和郡山市・岬、児童福祉課からも受けた。

これら各方面からのご支援に答えるために

も、当館としては今後とも資料内容の充実に

努力してぃかなけれぱならないと考える。

奈良県100年記念事業「明治・大正・昭和生活資料展

ームラとイエのくらしー」について

①明治・大正・昭和生活資料展の基本理念

奈良県100午記念事業として、当館では昭和

62年度に「H版台・大正・昭和生活資料展一/、ラ

とイエのくらしーコを開催する計画です。民

俗博物館が10年あまりの間収集してきた資料

と新しく収集する資料を展示して、近代100午

のが!{民の生活のうつりか力りを紹介しようと

考えています。

さて、奈良県は、日本人の心の'、るさとと

しで文化財の豊かなところと言われてぃます。

里,, ^

そのはなやかなきらびゃかな文化財の背後に

は、日本文化左になってきた無名の庶民の日

日の営みのあったことは当然想像されるとこ

ろです。この、無名の庶民がつちかってきた

伝統的な文化をここでは一応「民俗」と名づ

けでおきまt。この名もない人々、とりもな

おさず、私達の祖先によって遺された有形・

無形の伝承や遺物を「民俗資料」として、収

集、保存し、その資料を通じて調査・研究す

ることは、時代変化のはげしい今日意義ある

1.,
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ことと考えています。

文字をあまり使わ左かった庶民の文化の伝

達の方法である行為や言語やそれに附随する

物(道具)などは、現代まで県民の生活の中

に連綿と受けつがれています。一見消えてい

るように見えても実は形左変えて生き続けて

いるのが庶民の持つ文化(民俗)です。その

文化が、良かれ悪しかれ、新しい次の社会文

化をつくりあげる推進力となっているように

見うけられます。そこで、より良い社会や
文化を築きあげるため、今日のあるか'ままの

姿を知る必要があります。私達は、ある地域

社会の風俗習慣や「民具」を、いま一度当時

の人々と同じ感党(きもち)を持ち、郷士左

より深く認識し理解することにより、郷士を

愛し、郷士を創造する心を養い、人類を愛す

る人問が多くなるのではないだろうかと考え

ます。そこに、過去をみる必然性があり、そ

れにより明るい未来へ前進するあしがかりが

できると考えています。

②展示の構想案として

しかし、 1'記のような基本理念にもとづき

それを貝イ本化することは実にむずかしく、ま

た理念だおれになりかねないかもしれません。

そのような、危険をいだきながらも、当館で

は次の構想案を作成して準備にかかっていま

す。テーマは「ムラとイエのくらし」と言い

ます。

①導入・大和の/、ラ

ムラのうつりかわり

①奈良盆地のムラとマチ

②吉野山地のムラ

③交通の発達と運搬具

④東山中のムラ

②イエのくらしーあかりの変遷

①灯人用具のいろいろ

②火とくらし

③あかりの変遷

綱打あかりのうっりかわりを見るゴーナー

R刃ムラとイエのくら UI)一子イ共の世界一

①子供と遊ぴ

②子供とムラのくらし

①祖先をまつる風習

②娯楽のうつりかわり

以上の構想については次のようなシナリオ

を念頭においています。田の大和のムラのく

らしは生活をする空問であるムラの外観のう

つりかわりにスポットをあて、②のイエのく

らしは、ムラを構成するイエの中のくらし、

特にあかりの変遷によりイエの中のくらしの

変化を兒ていこうとしています。團のムラと

イェのくら UI)は、イエを構成する人に焦点

左あて、その人の成長とムラのかかわりを見

てぃき、次の匝]では祖先供養などをとおして、

もう少し深化して人の心の内側のよろこび、

かなしみなどにスポット左あててみるという

ものです。構想案にしても決してたやすいも

のではなく、今後の調査しだいで中味の充実

が決まるわけです。

③展示計画

当初の予定では、展示面積は展示場全部の

スペースをと者えたが、凖備期問及びその他

諸般の事情で、展示場の3分の1 絲妬00が)

のスペースで展示を行う計画でt。また展示

のオープンにつぃては昭利]62年5月中旬をめ

どに進めています。61年度後半は、構想案に

もとづく資料の収集や調査を行いますが、こ

れは、県民の方々及び関係機関の協力なしに

は成功しないと老えています。より多くの方

方のご助力により、奈良県100午記念事業のー'
つとして成京尤させたいと考えています。

( 4 )

奈良県 10olf記念事業のー・環として当鯨では、「明治・大正_・昭和生活資判,展一/、ラとイエ

のくらし」の開催を予定しています,

つきましては、この企画で展示したいと者えている次の資料を抄しています.

①明治.火正.昭和の生i舌をうかがえる文献及び写真資料②娯楽遊敷にかかる用貝

③小利.湘岻にかかる文献及び用具④灯火の用具⑤お盆ノ被岸h事及び念U、淋
にかかる文似及び用呉

↓リ、1二の資判.をご所1綾の力は、ヰU市へご連絲ドさるようぉ願いいたしま 1、

民俗資料提供のお願い
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f仕事着の呼称にっいて徳田陽子1
奈良県下の仕事着を調査する過程で聞き取

りをすることのできた仕事着のいろいろな呼

称についで少し書くことにする。

県下の仕事着をみると、着物(長着)と、

上衣と下衣にわかれる2部式があるが、今回

は後者の2部式の仕事着に焦点をあてる。

まず、 2部式の仕事着の形状を、地域的に

稲作中心の奈良盆地・茶業などの盛んな大和

高原・林業中心の吉野山地に力けてみてぃく

奈良盆地の大和郡山市矢田W卜大和高田市曽

大根・北葛城郡広陵町沢などでは、男性は上

衣がハンテン状、下衣がバッチ、女性は上衣

がハンテン状・下衣力珊要巻であった。大和高

原の添上郡月ケ瀬村挑香里卜長引、山辺郡都

祁村白石、山添村箕輪、宇陀郡室生村小原な

どでは、男性は上衣がハンテン状・下衣がバ

ソチ、女性は上衣がハンテン状・下衣は日常

は腰巻で、田植のときには腰巻の下にバッチ

をはいた。吉野山地は、大和高原よりの農村

といってよい吉野町小名・吉野川支流の山村

川上村西河と、同じ吉野川の一支流の丹生川

沿いの黒滝キ"勗川、十津川上流の天ノ川沿い

の天川村南日裏、十津川の一支流川原樋川に

そそぐ北股川沿いの野迫川村北股などの山村

とは異なる。前者では、男性の上衣はハンテ

ン状、下衣はバッチ、女性の上衣はハンテン

状、下衣は腰巻であった。後者では、男女共、

上衣はハンテン状、下衣はハカマであった。

ただし、女性がハカマをはくようになったの

は大正頃からであり、それ以前は腰巻であっ

た。この場合のハカマは殷部分にマチをつけ

て腰部分を動かしやすくした山袴のーチ重であ

る。

つまり、 2部式の仕事着は、上衣は男女共

ハンテン状、下衣は男性の場合バッチかハカ

マ、女性の場合は腰巻、バッチと腰巻、ハカ

マのどれかであった。

次に、ハンテン状の上衣と、バッチ、ハカ

マ、腰巻の3種類の下衣について、それぞれ

の呼称をみていくことにする。

上衣の呼称では男性の場合はハンテン・ポ

y コ(以上奈良盆地)、ハンチャ・ハッビ・テ

0

/

ノ

ノ

ノーーーー
1

C

ノ

▲トビコミバカマ(野迫川キ訓朗到

▲田行きバッチ(単・女物X月ケ瀬村長引)

.

1 ロロ

0
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▲ヒッパリ(単・女物)(月ケ瀬村桃香野)
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ソポウ(以上大和高原)、ハンテン・ハンチャ

・アツシ・ツツッポ・ワタコ(以上吉野山地)

などである。女性の場合ではヒッバリ・ツツ

ソデ(以上奈良盆地)、ハンテン・ハッピ・ポ

y コ・ヒッパリ・ツツッポ(以上大和高原)、

ハンチャ・ヒッパリ・ワタコ(以上吉野山地)、

などがある。このように、上衣の呼称は地域

によって異なるが、男性用はハンチャ、女性

用はヒッパリという呼称がかなり広範囲にわ

たっていることがわかる。紺又は黒無地、縞

や餅木綿で作るが、主に、男性は無地、女性

は縞や餅の場合が多かった。又、動きやすく

するために、袖の形や身丈の長短などで工夫

をした。男女、年代による違いもあった。季
主力せ ●た いひ二 ;、

節によって使いわけるため、単・袷・綿入れ

左作った。そのため、上衣の呼称は、袖の形

や綿入れなどの上衣の特徴からつけたものが

あった。前者はテッポウ、ツツソデ、ツツッ

ポ、後者はワタコなどである。そのほか、い

ろいろな呼称があるが、個々の呼称による差

異はまだ不確かな部分が多く、今後も調べて

いきたい。

バッチの呼称は、バッチ・紺バッチ・田行

きバッチ・キャハンバッチなどがある。バッ

チは紺又は黒無地木綿で、単か袷を作った。

そのため、特に、多い紺無地木綿で作ったバ

ツチ左紺バッチと呼称することがあった。田

行きバッチと呼称しているのは、月ケ涼畔す長

引の女性用のバッチである。この地域では、

女性も田植のときに、ヒルなどから足を守る

ために腰巻の下にバッチをはく。月ケ瀬村は

お茶作りも盛んなところであるため、茶摘み

などのときは腰巻姿で行なう。女性は田行き

のときだけバッチをはくので、特に田行きバ

ソチと言うようになったようである。男性は

田行きだけに限らずバッチをはいているので、

男性用はたんにバッチとのみ呼んでいる。キ

ヤハンバッチは、山村である川上村西河にあ

る。男性が山仕事用に主に使用したもので、

バッチの裾をコハゼで止めて足にぴったりつ

け、キャハンの役目も果すように1夫してい

る。このように、バッチの場合は、生地やバ

ソチの形や地域的特色のーつである仕事名を

呼称する場合もあったが、それはごく一部で

ある。マチの形などの違いはあるが、概して

(、

ただバッチとのみ呼称することが多かった。

ハカマは、ハカマ、天川バカマ、黒滝バカ

マ・トビコミバカマなどと呼称する。ハカマ

をはいている地域の人々は、たんにハカマと

呼称することが多い。ハカマは地域によって、

マチの形や縞木綿の縞柄が異なる。例えば、

天川村南日裏は茶と黒・白と黒などの縞柄、

黒滝村脇川は天川村のハカマの縞よりも太い

縞柄、野迫川村北股は盲縞であった。そのた

め、周辺の地域の人々は、他地域の人がはい

てぃるハカマの縞柄を見て、どこの地域のハ

カマかを見分けられるようになり、その地域

名をハカマにつけて呼ぶようになったナ昜合が

ある。黒滝バカマはその例である。それに対

して、大塔村引士のように、天川村の人から

作り方を習って作るようになったハカマを天

川バカマと呼称している地域もある。このこ

とから、天川村から大塔村引士へと十津川水

系に沿ってハカマが普及したことがわかり、

地域間の交流の一端を窺うことができる。又、

このような地域名をつけずに、野迫川村北股

のようにトビコミバカマと呼称している地域

もある。上衣やバッチに比べて、地域ごとに

別の呼称がある場合が多いのは、ハカマカ那長

定された地域だけで使われ、マチのつけ方や

縞柄などによる地域的特色があったからであ

ろう。

腰巻は、オコシと呼称することが多い。そ

のほか、月ケ瀬村桃香野ではイマキ、野迫川

村北殷ではシマフンドシと呼んでいた。腰巻

は縞、耕木綿やネルで作った。シマフンドシ

は縞木綿で作ったからという。

以上のように仕事着は、まず升三伏の大きな

違いによってバッチ、ハカマなどと呼称する。

そして、地域によっては、仕事着の一部分の

牙二伏の違いによる1呼称をつけた。これは例え

ぱ、上衣は袖の形を工夫して腕を、バッチや

ハカマはマチの形を工夫して足腰の部分を動

しやすいようにしたからである。又、色・柄

による呼称や地域的特色に関連する呼称をつ

ける場合もあった。このような呼称の由来か

らも働きやすいように1夫して自ら作って着

て価加、た時代のくらしの一端を窺うことがで

きる。これからも仕事着の汗会伏と共に呼称の

地域的由来や範囲なども調べていきたい。

( 6 )
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夏越祓い(六月祓) 奥野義雄
茅輪と人形のかかわりについてー
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『日本書紀』(天武五年の条々)や『続日本紀』奈良県内の各地の寺院や神社で6月30日あ

るいは月遅れの 7月30日、あるいはその前後 (養老五年七月己西の条)、さらに『小右記』
わちの

(長元四年八月四日の条)などの史料に「六に茅輪をくぐる行事が行女われています。
二し:土.コ

月祓」の記述があります。この行事は、「夏越祓い」ともいわれていま

これらの史料によって「六月祓」のことをすが、「チノワクグリ」「ワクグリ」とも誓通呼

知ることができますが、もう少し「六月祓」ぱれています。

についでみることにしたいと考えています。たとえば、 6月30日に石上神社(天理市)

その理由は、現今の「六月祓」つまり夏越祓いで行なわれる茅輪くぐり、 7月28日に東大寺

あるいは茅輪くぐりに伴ないます「人形コに(奈良市)で営まれる茅輪くぐり、そして三

ついて知りたいためです。また、この行事に輪・綱越神社(桜井市)で7月30日に行なわ
゛」人.土ら

かならずといっていいほど、「人形」が伴なうれる御祓祭などは「夏越祓い」の行事です。

のは、この人形に人の磯れや疾患を託しでいこの行事は、奈良県特有の行事ではなく、

ますが、古代以来の風習であるのか、否かと隣接地域の大阪や京都の寺院や神社でも行な
ひ上"た

われてぃます。このときに、寺社では「人形」 いう問題点があるからです。

さらに、この風習がわかることによって、を授与します。

民俗信仰の一端を「六月祓」からみることがこのように、今日各地の寺院や神社で行な
才,帛 1土り

われる「夏越祓い」(「大祓い」とも呼びます) できると考えています。

そこで、いくつかの史料を締きながら、は6月に1回行なわれます。 こ

の問題の糸口をつかむことにしましょう。しかし、古代から 6月の祓いも12月の大祓

まず、『枕草子』(日本古典文学大系、所収)、いも行なわれてきましたが、 6月の祓いは中

近伐以後も受け継がれてきたのです。 をみますと、
上の .、<ノ'ノ'コ、 二

この一般にいわれている「夏越祓い」(六月 故殿の御服のころ、六月のつごもりの日、
エオ,.ニ、」【:

大祓とい'、ことにて、宮の出でさせ給'、ベ祓)は、 1月から 6月までの間に桟れた身を
"",し

きを、職の御曹司を方あしとて、宮の司の浄めるためであり、夏の暑い日を過して越え

朝所にわたらせ給へり。るためであります。そして、夏越祓いにかな

とあり(傍点一奥野、以下同様にて略す)、10らず付1殖する「人形」は、桟れた身をこれに

世紀末の6月30日に大祓があったことがわか託し、あるいはわずらっている患部をこれに
叩"、 L ,

ります。しかし、大祓いの行事がどのような託して、浄め、平愈できるように祈願するの

ものであったのかは述べられていないので詳です。

^^

^..

、 、

(フ)

▲茅輪(天理市・石上神社)

、

これが、今日にみられる「夏越祓い」の行

事ですが、古代から中世に至る時期には公家

や武家などの日記にみられる「夏越祓い」と

若干様相が異なるようです。

この異なる点を、いくつかの日記や記録か

ら次にみてぃくことにしましょう。ただ、こ

の夏越祓いの雁史的変遷については、すでに

柴用實氏が「六月祓」で述べておられるので、

大方はこれに談りまt (『日本庶民信仰史・神

道楡'』所収)。

***

すでに柴田實氏が論吉されていま ・1、と力、り、
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しくはわかりません。

では、次に藤原(九条)兼實の日記であり

ます『玉葉』の治承三(Ⅱ79)年六月廿九日

の条をみることにしましょう。

今日、六月祓如恒、陪膳季長朝臣塞〔役信
光〕同陰陽師漏刻博士安陪經、御順物二前、

.. . ... . ..

輪二具進之、女房、余於一所有此事、祓只

一度也、

と日記に記載されています。 6月29日に毎年

恒例の六月祓を行なったこと、この祓に季長

朝臣が陪膳となり、行事の役に信光があたり、

陰陽師安倍経明が同座して、兼實の女房と自

身力瞳倫くぐりをしたことが窺えます。輪くぐ

i 10 」')

たこともわかります

事とむ

史料に現われた「輪三具コはどのように使

用したのかは記載されていませんが、神社や

寺院で行なっていた行事ではないことが力か

ります。しかし、「輪二具」の使用方法はどの

ようであったのかは、これからは1里解できま

せん。

このことは、ずっと時期が下りますが、『柳

庵随筆』(日本随筆大成、 17 〔第二其用所収)
1 rJ

の「茅のφ励の項に記載されてぃる事柄から

理解できます。

後水尾院年中行事。六月晦日云々。御蔵み

月の輪を調進す云々。(中略)。
. .. .

されど後成恩寺関白の公事根源抄にも、此

事書れたれば、いかさま、昔より世俗に有

けること、見えたり云々。輪二つを越て、

御うしろぎまに出おはします。(中略)。

みな月の輪、ちがやにて造る。輪'、たつを

まげて如此つくるなり。茅の下の輪に、御

燧左かけてふみて人給'、。上の輪を御冠の

上よりかけてく Jらしめ、御もどりには二

つ共に'、み出給'、也。すべて三度なり ^0
... . . . .. .

上など所労の時は、装束をくゞらしめ給'、。

と記載されているのがそれであります。

この記載から輪二具は、上の輪を頭上から、

下の輪を睦(足の部分)からくぐって、くぐ

つた後に二貝・いっしょに抜き加,す、と埋解し

得ます。

公家や武家の問で行な力れてぃました茅

輪くぐり、つまり六月祓の唖L習が、後世には

輪一・具と機れを祓う人形との「夏越祓い」の行

( 8 )

とりわけ、六月祓に人形が伴なうことにつぃ

ては、多くの記録や文献からは室町時代末

に至っても現われてきませんし、人形に磯れや

疾患を祓わせるという・一片の記載も、管見の

史料から窺うことができないのです。

たとえぱ、この「六月祓」に、 r大乗院寺社

雑事記』や『孝聞院日記』左みるかぎり、室

"丁1け代末に人形が桟れを祓う祭具として用い

られたという記載はみられません。すなわち、

次のいくつかの文言を挙げますと、

1、文正元住466)年六月晦日の条、

今夜輪注進、(中略)、輪作事木守役也、

析紙等御後見役、下北面姑申付之、供物

以下色々雜具御後見進之、(下n納。

Ⅱ、文明元(1469)年六月廿九日の条、

六月輪事可調進旨、自殿下被仰幸徳井三

位、畏入、必々可調進旨捧御請了、

Ⅲ、文明十八(1486)年六月廿九日の条、

輪役手長專實、役送親舜良鎮、各付衣也、

其儀如例、東林院僧正付衣、東門院僧正、

小衣也、役送入之、良家ハ小衣之例上古猶

以有之、

Ⅳ、文亀元(150])午閏六月晦日の条、

輪役專實・親舜・良祐如例、木守未補之

問下部成事了、奉行興舜、

これらの史料をみても、六月祓つまり「ま釦

の儀式には、人形は用いられてぃないことが

窺えます。

1 からⅣの史料をみるかぎり、輪をつくる

こと、いろいろな雑具(史料からは詳しいこ

とはわかりませんが、六月祓に用いる用具で

あろうと考えられます)や供物が進められる

こと以外、人形についての記載はまったくあ

りません。

したがって、これらの史料を籍くかぎり、

六月祓つまり夏越祓いには、人形は存在しな

かったといえましょう。

いいかえますと、室町時代には六即祓と人

形の結びつきはなかったのではないかと吉え

られます。

むしろ、六月祓と人形との結びつきは江戸

時代以降になってからではないかと想定でき

ますが、このことは後日もう少し検討してぃ

きたいと息1、つていまオ、。

辻986コ
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今井町の小祠祭祀とコミュ

橿原市今井町では、現在町内23ケ所に地蔵

尊を祀る。そのほとんどは一定の祭祀単位=

地蔵誰の人々の管理のもとに祀られ、毎午7

月23 ・ 24日の両日(かつては旧暦 6月23 ・ 24

日)に力たって地蔵盆が営なまれてきた。

地蔵盆は各講とも概ね、各家の軒先に提灯

を吊し、地蔵に供え物をするなどして祀り、

またその終日には頭屋の家でこの供物を訥理・

配分して講員に、1、るまうといった内容である。

しかし各講ごとにさらに兒れば、なお異な

る点も見られる。

いま地蔵の祀り方に関して見ると、

辻辻也蔵を・一定の祠に安置し、地蔵盆のとき

もそこでお祀りする。

②平素は定まった祠に安置され、地蔵盆の

ときのみ頭屋の家に移して祀る。

B能中に於て毎年一軒づつ交代で衝を勤め、

地蔵は平生その家の内で祀られているが、

地蔵盆の日には軒先に出される。

といったタイブに分けることができる。

1)が最も多く行なわれているものである。

②は例えぱ西本岡佃]、内全戸にあたる21軒(西

本町地蔵i捌が祀る地蔵であるが、この地蔵
t l、[4 、]

は昔同講中の大谷家蔵跡より出士したものと

伝えられ、講の什物を収める箱の側面には「嘉

永六年六月調整」と記され、この頃より祀ら

ーー地蔵祭りと地蔵講についてー・

フ、イ
^

ろの辻(環濠外)にある祠に安置されているが、

7 目23日頭屋( 2軒)がお身ぬぐいをした上、

そのどちらか一方の家を衞として移し、改め

て厨子に納めて 2日問祀る。 24日中には頭屋

渡しをすませ、地蔵もこの日もとの場所に戻す。

また、念)については町の中央部東寄りの魚

の棚地蔵講(本町東隣り組)やその東隣りの
"'1 B )[

西新岡、(本町筋)地蔵講などがこれにあたる。
ト1/1C )[

特に魚の棚地蔵講についでは『歳々諸事録』

なる昂1文書が今もイ云えられており興1床深い。

これによれぱ少なくとも嘉永3年よりかなり

遡る頃から既にこの地蔵が祀られてぃること

が判る。また同文書によれば嘉永午問の淋員

は12軒で、現在とほぽ同様の姿でまつりが行

な力れていたことなどが窺えるのである(な

力この文書は森本育寛編『今井mお丘世文書』

所4勵。

この他、町内には掛軸を本尊としてこれを

講中で廻しているところもあるという。

さて、この様な地蔵講は講員数10戸未満の

ものから30戸以上で成るものもあり、規模に

ぱ'らつきが兒られる(強いて言えぱ地蔵を移

動する形式のところは比較的少数で淋が組ま

れる傾向にある)が、それは町内会の区画、

また近世に於ける六町(東・西・南・北・新・今各

町)の区画の重なりの上に独、自のコミュニティ

単位を形成している。

このような単位は、どのような条件のもと

で設定され、またそれが社会生活全般に渡っ

て如何に機能しているか、具体的に検証して

いくことが当而の司"査の課題である。

またーヴj、今井町にはこれ以外にも、地蔵

淋同様地縁的な結びつきによるH待講もあ

り(ちなみにこちらの力が地蔵講より数が影

く、・'単位の規模も小さい)、或いは講の組ま

れ力がこれらとは異なる行者,湛、補ι音,満.、介・

天iル、太・f,北なども行なわれているので、そ

れぞれがどのような形で行なわれ、また名・,淋

が/11いにどの上うな関係にあるのか等の点左

明らかに1ることによって、この明'の人々の

牛.i舌を↓{.付q内に品'i きル、・す'糸n になると忌1、う。

横山浩子

1

0

と、当時講員は10名余りであったことが知ら

れる。地蔵は平生、もと西口門のあったとこ

るよう

( 9 )
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祖先供養について
一平群町福貴の場合一

"^'^"."'^^^"'^^^'^'^'^^^"^^"^'^^^^^^"^'^^..'^^.^^^^^^^.盲^^^^^冨^"^^^^^盲^^^^^声^^'^^^'^^^"^^^^^^^●^^"^^^^^^^^^^^^^^^●^

死人がでると、死人を弔いそしてその遺骨

を埋葬し、さらに追善供養をします。死者の

ために施される葬送儀礼や追善供養は、いつ

の時代でも行なわれます。

葬送儀礼や追善供養には古くから受け継が

れてきたしきたりがあります。また、追善供

養といっても、祖先を供養する行事には、春
らほ人0

秋彼岸や孟蘭盆があります。

ここでは、村落内の孟蘭盆での祖先供養を

中心に紹介していきます。

**

平群町福貴のムラでは、毎年.8月13日から

15日まで盆行事を営みます。ただ、新仏のあ

る家では、 8月7日にアラタナをつくって新

仏を迎えて祀ります。この福貴の1、ラでは、

一米四方のアラタナをつくりましたが、いま
【 n1 1

では市販のアラタナを買ってきで新仏を祀る

ように変わってきました。

アラタナは、仏壇のそぱに安置されますが、

仏壇の祖先の精霊といっしょに祀られないの

です。

また、新仏のある家でのお盆は初盆とも呼

ばれ、新仏のない家のお盆より賑わいをみせ、
け

親類や村の身近な人からキリコトゥロウ(牡
ナ_ん二うノ1う

丹燈"御が供えられました。このトゥロウの

多い家では六・七つ程が飾られます。このよ

うな「燈籠進供」の風習が古くからあったか

らだと考えられます。

このような燈籠の進供は、供えられた家で

はーつの「借り」があると考えられてきまし

たので、進供した家へこの「借り」を次のと

きに返さねばならないと恕、つているのです。

そのために進供した家で新盆があれば、供え

てもらった数(ーつまたはー・対)を供えたと

いうことです。

この進供されたトゥロウは、お盆の期闇中

飾られて、 8月15日には片付けられて墓でほ

かの供物といっしょに焼去されます。

・一方、新仏を祀らない家では、 13日に迎え

人をたき、 15日には送り大をたきました。

そして、 13日と15日には菓へ詣りますが、菓

^^^^^^^^^^^^^^^.^^^^^^^^^^^^^■^^^'^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^'^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^■^^^

**

この福貴の1、ラの先祖供養、とくに盆行事

につぃて触れてきましたが、新盆の家の親類

やムラの身近な人たちが進供するキリコトゥ

ロウ(牡丹燈吉勵については、ほかの/、ラで

も行なわれています。詳しくは述べませんが、

大和郡山市矢田町のムラでも、新盆の家へキ

リコトウロウが進供されます。

一方、新盆の家での追善供養に念仏講の人

たちが、新仏のために供養の念仏を唱えます。

福貴の念仏講は、百万遍念仏の数珠繰りの

講で、年寄りが中心ですが、子供も参加する

ことがあるということです。

百万遍念仏の念仏講は、このムラでもジュ

ズクリとも呼ぱれ、数珠を丸く広げると六帖

程のものになりますが、普通の数珠より少し

小さいとのことです(普通は広げると八帖程

になります)。

念仏講は、盆行事の時期に新盆の家やムラ

の各家を廻って、精霊の前でジュズを繰りな

がら念仏を唱えます。丸く広げたぎ虹朱の中で

導師が鉦を打ちながら、念仏(「南無郡明尓陀

仏」という六字名号)の数をかぞえて、数を

確認します。これを「数取り」と1呼んでいます

(この数取りや百万遍念仏の数珠については、

当館の『研究紀要』・第 2号、第8号に述べ

てぃますので参照下さい)。

このように念仏講は、孟蘭盆のほかに春秋

彼岸や葬送(とくに出'棺のとき)や逮夜(タ

イ气')などにも百万遍念仏左唱えながら数珠

を繰りますが、このようなことも次第になく

なりつつあります。

また、念U、講は祖先供養に関与していまし

(10)

へはダンゴなどは供えず、菓の掃除をするだ

けだということです。

オショウライさん

13日から季節の成り物などを供え、 14日を中

心にオチャトウ・ソウメンなどを供えるとの

ことです。これらの供え物は、キョウ机や長

机などをU、壇の前に置いて、この上に供えら

れます。

奥野義雄

よ)精 ("



たが、 8月23日の地蔵盆にもジュズクリをし

て、地蔵茸へ祈願しかつ供養します。このと

きには、ムラの子供たちか数多く集まり、年

寄りと混じってジュズをくります。そして、

この後、地蔵茸に供えられたおさか'りを貰う

ことが、子供たちにとってーつの楽しみでも

ありました。

* *

ここでは平群町福貴の祖先供養につぃての

、L才・牙,ー'

、

'ー.

、、'

調査の一端を紹介しましたが、すでに一例を

挙げたとおり1大和郡山市矢田町でも(念仏

講を除いて)、祖先供養の風習はよく似でぃ

るところもみられます。

また、ここでは触れませんでしたが、葬送

儀礼についても近似したものがあります。こ

のことは、後日の機会に譲りますが、風習で

もっともよく似たところは、祖先供養でムラ

の人々が関与する度合いが薄れっつあり 、

家族を核とする祖先供養に移りつつぁるとい

うことです。

旧習を守って行なっているムラでの祖先供

養も次第に旧習での内容を省略しつつありま

す。そこに今日的な祖先供養の姿をみないわ

けにはいきませんが、欠くことができない祖

先供養はいまもなお各家庭で行なわれてぃる

ことは確かでありましょう。が
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★★★★★おしらせ★★★★★

.民俗博物館の行事予定

☆61午.4月9 小水)~62年2月28eaJ

テーマ展「大和のくらし

一衣・食・住の用具一」

☆S 61午.9月30 Π(火)~62仟、 2月28日("

民俗文化財速報展rむかしの教科書」

☆ S 61年12月2ハ日(1.) PM.1 ~ 411キ(定員60名)

体'験学習講座「シメナワつくり■

,

'島; U'.

^

ーノ

※大和郡山市矢田町の孟蘭盆、新盆の家では、福

貴と同様にアラタナ左つくりました。

新盆には、新仏のために晴れやかに飾り物左つく

り、近栽者からの牡丹燈籠(キリコトゥロウとも

呼んでいます)が進供されましたが、今日ではD、

前のような晴れやかさはなくなってきたといわれ

ています。

このことは、アラタナ在例に挙げてもわかりま

す。すなわち、今日では市販のタナを買い求め、

家ごどの手づくりの素朴さがなくなったとい力れ

ることからも窺えます。

9 H

印刷

、
、、

宅

★予辻

S62年2月~ 3月

民俗カルチヘ

《表紙説明>三宅剛イ半堂の"築御社に奉納された

絵馬であり、明治十九年頃の溜池の築造がわかる。

この時期に造られた池は、今も伴堂池伴朧也)と1呼

はれている。

二§」廷 L雫

糒1允h

( 41司)

一講座WU谷

■編集後記■
梅雨も終りをつげる頃、大雨になり奈良岬J克に

近い京都南部の笠置方面は大きな被害を受けた。
大きな爪跡を残して、夏本番に人る。
夏空に変わってぃく様子が、暑さの増していく

中で感じられる1_1々。

この夏の零りtハ旅人のように過ぎ、秋のすか
すがしい裴いにバトンタソチする 1_1も闇近いであ

ろう。

春が過ぎ、梅雨かあけ、暑い夏のΠ非しが遠の

そして秋、冬と。まさに1川季が旅人のようにき

「l」来し、過ぎさ?ていく,

この匹1本の旅人を公園の枯!々は迎え、送る一同

し;伏況を批年糾川返していく、 111には蓊く、"に
は紅くーー。 (屯

ウ.民俗博物鮪だより V01.×11 NO.1~ 2(介併}}) 1 9 8 6 {ド
交央いι→'/JU谷「刺勿"〒6、}0-1に:R 11,り、判川」111,打父川111Π 13 昏0713二 3 Ⅱ7]、イヤ

(1986年7月8日了)
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